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核磁気共鳴 (NMR) 法を用いて強磁性金属， Fe, Co, Ni ，乙合金された不純物の原子核がうける内
部磁場の組織的測定を行ない，多くの不純物について内部磁場の測定に成功した。乙れらの結果は他
のデータと共に周期律表にまとめられた。 Fe， Co, Ni 中の 4d および 5d 遷移金属不純物の内部磁場
の組織的な不純物元素依存性は母金属原子の磁気モーメントによる伝導電子の偏極によって生じる磁
場，および不純物原子の磁気モーメントによる core s 電子の偏極によって生じる磁場によって説明
できる。 乙の結果と中性子線回折による不純物原子の磁気モーメントの測定結果を比較して， Fe, 
Co, Ni 中の 4d および 5d 不純物原子の磁気モーメントについての知見が得られた。
次に， Fe 中のいくつかの遷移金属不純物の磁区内の核磁気緩和時間 T1 の測定を外部磁場中で行
ない， T1 の外部舷場依存性を測定した。 これらの T1 不純物の測定結果を説明するために，緩和機









については， Cu あるいは Au のみる内部磁場から適当な仮定によってその値を求める。乙れと実験
値との差から後者を求めると，中性子散乱から知られている溶質原子の磁気モーメントの値の原子番
号依存性と一致した傾向が見出された。
緩和時間 T1 については， Fe 中での下純物原子について単一磁区での T1 の測定が行なわれた，
h は外部磁場の値と共に増加するが，充分に強い磁場では一定値に近ずし磁場依存性はスピン波
による緩和のためであるとして，充分に強い磁場の下での T1 についてバンド模型にもとずく理論的
考察を加える。計算結果と実験値との比較から ， Fe より少い d 電子をもっ V， Nb, Mo，では S バン





が課題となる D 本研究はスピンエコーの方法を採用し，共鳴周波数としては Mcjs から 1200 Mcjs ま
での範囲にわたっての測定を行なった。得られた実験データの重要性，およびそれについての理論的
考察をあわせて，本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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